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研究成果の概要（和文）：下肢関節疾患患者を対象として、在宅で行える効果的な段

階的運動プログラム DVD を開発し、その効果を検証した。対象患者に配布し 3 か月

後の追跡調査の結果、DVD 介入を行った患者は、股関節疾患患者で、片脚立位時間、膝伸展筋力、

膝関節疾患患者では歩行能力が有意に改善し、両患者とも精神面の向上が認められた。我々の開

発した運動プログラム DVD の効果が示唆された。また、本研究評価のために必要である、

膝関節疾患患者評価尺度 Oxford knee score（ OKS）の日本語版を開発し、人工

膝関節手術患者に調査を行い、その信頼性・妥当性も確認した。  
 

研究成果の概要（英文）：We developed a new exercise program for patients with hip and 
knee osteoarthritis (OA). We designed several step-up stages in accordance with patient 
disease activity, using a DVD (digital video disc). In this study, we analyzed the 
efficiency of this step-up exercise program using DVD for the hip and knee OA patients. 

 At 3 months, stability of lower limb by one-legged standing time and muscle strength 

by dynamometer (knee extension) were improved in hip patients, and also the gait speed 

by time up and go test was improved in knee patients. 

In addition, the mental score was improved in both groups. We suggest that this step-up 

exercise program DVD was effective for the OA patients. 

We also developed the Japanese-language version (evaluation tool) of the “Oxford knee 

score” (OKS).The reliability and validity of OKS were established in the study to the 

total knee arthroplasty patients. 
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１．研究開始当初の背景 

我が国の変形性膝関節症、変形性股関節症

を含む下肢関節疾患患者は 1200 万人を超え

るといわれており、高齢者の症状別有訴者率

の第 2 位は関節痛である 1。下肢関節の障害

は日常生活動作（ADL）を阻害し、その生活

の質（QOL）を低下させている。関節疾患を

持つ患者の多くは肥満傾向にあることも指

摘されており、体重コントロールは重要な治

療介入となっているが、運動療法による効果

は、減量効果のみならず筋力の増強により関

節の安定性を高め患者の ADLも改善するため

2、数々の介入研究が行われている 1,3,4。しか

し患者の疾患重症度に応じた段階別運動介

入がなされたものはない。また運動プログラ

ムを施設で行う場合と在宅で行う場合では

在宅のほうがより有用であるという報告が

なされており 5、患者が自宅で自発的に取り

組めるためのいくつかの提案がされている

が 6,7、介入手法の適切性や実施継続性につい

ての検討はなされていない。 

以上のことより、有用な関節疾患重症度に

応じた在宅運動プログラムを提供すること

は整形外科領域にとって重要な課題である。  

本研究では膝関節、股関節患者を対象とし

た疾患レベルに応じた段階別プログラムか

らなる運動療法 DVD を作成し、患者に最も適

切であるプログラムを指導して配布すると

いう介入を行う。2008 年 3月の総務省消費動

向調査報告によると、DVD プレーヤー・レコ

ーダーを所有する世帯は 71.7％に達してい

るとされ、本邦での DVD を用いる介入方法は

多数の対象者に可能である。昨今運動を促進

する DVDは数多く市販されているが関節疾患

患者を対象としたものはなく、従来のパンフ

レットや口頭による教育に比べ、在宅で繰り

返し正確な運動内容を確認できるため、継続

性も期待できる有用なツールとなると考え

る。 

また、本研究の評価のための膝関節疾患患

者評価尺度 Oxford knee score（OKS）8 が必

要であるため、OKS 日本語版の開発と信頼

性・妥当性の検証も必要である。 
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２．研究の目的 

下肢関節疾患患者を対象として、

在 宅で 行え る効 果的 な運 動プ ログラ

ム DVD を開発し、その効果を検証する

こと、および、本研究評価のために必

要 であ る、 膝関 節疾 患患 者評 価尺度

OKS の日本語版を開発することを目的

とした。 

 

３．研究の方法 

（１）運動プログラム DVD の開発 

下肢関節疾患患者を対象として、在宅で行

える効果的な運動プログラム DVDを理学療法

士や整形外科医師とともに開発した。プログ

ラムは股関節・膝関節疾患患者用であり、

OKC・CKC 運動それぞれ 3種類からなり、1日

に約 30～40 分、2週間ごとにステップアップ

し、3 か月で 6 段階目まで到達できるものと

した。 

（２）運動プログラム DVD の効果の検証 

対象者は 2つの大学病院外来を受診してい

る変形性股関節・膝関節症患者で運動を推奨

される同意を得られた患者とした。コントロ

ール群は従来の運動療法パンフレットを配

布し、介入群には運動プログラム DVD を説明

の上配布した。効果の判定のために、①客観

的評価として、片脚立位、Time Up and Go 

Test(TUAG)で歩行能力を、ハンドヘルドダイ

ナモメーター：ミュータスＦ１（股関節患

者：膝関節伸展、股関節屈曲、股関節伸展、

股関節外転、膝関節患者：膝関節伸展）で筋

力を計測した。②主観的評価として、QOL 尺

度 SF-8（PCS 身体的健康、PCS 精神的健康）、

一般セルフエフィカシー、加えて股関節患者

には Japanese Orthopaedic Association Hip 

Disease Evaluation Questionnaire(JHEQ) 

Oxford Hip Score(OHS)、膝関節患者には OKS

を用いた。3 か月後の得点変化を検証し

（Mann-Whitney 検定）、有意水準は 5％未満

とした。 

（３）膝関節疾患患者尺度 Oxford knee score

の日本語版開発と信頼性・妥当性の検証 

OKS 日本語版の開発にあたり、原作者より

翻訳許可を得て日本語版を作成した。OKS 日

本語版の信頼性・妥当性の検討のために、TKA

術前患者を対象者とし、術前と術後 12 カ月

に OKS 日本語版、健康関連 QOL 尺度 SF-36v2

を用いて調査を行った。 

 

４．研究成果 

（１）運動プログラム DVD の効果の検証 

股関節患者は56名（男性2名、女性54名）、

DVD 群 23 名（平均年齢 50.1 歳）、コントロー

ル群 33 名（平均年齢 51.7 歳）であった。膝

関節患者は 20 名（男性 2 名、女性 18 名）、

DVD 群 6 名（平均年齢 65.2 歳）、コントロー

ル群 14 名（平均年齢 67.9 歳）であった。 

3 か月後の追跡調査の結果、調査項目全体

に改善傾向が認められた。①客観的評価では、

DVD 群において、股関節患者で、片脚立位（患

側）、ミュータス F1：膝伸展（患側）、膝関節

患者では TUAG が有意に改善していた。コン

トロール群では、片脚立位（患側）、ミュー

タス F1：股関節外転（両側）、が有意に改善

していた。②主観的評価では、DVD 群におい

て、股関節患者で、JHEQ メンタル、OHS 痛み、

膝関節患者で MCS が有意に改善していた。コ

ントロール群では股関節患者においてのみ

JHEQ メンタルが有意な改善を示していた。患

者の自由記載の感想からは、運動 DVD は、イ

ンストラクターに合わせて運動できるので

わかりやすい、などの意見が見られた。 

介入群、コントロール群ともに、得点は改



善傾向にあったが、主観的評価は DVD 群の方

が良い結果であった。これは DVD により、運

動に関する励ましを受けていると感じ、身体

面だけでなく、精神的充足が得られたのでは

ないかと考えた。また、膝関節患者に比べて、

股関節患者に有意な改善の認められた項目

が多かったことは、患者の平均年齢が若く、

運動への取組が高かったためではないかと

推測された。 

本研究では、運動療法介入期間が 3カ月と

短かったこと、膝関節疾患患者が少ないとい

う限界があった。今後、長期に渡る、多数の

患者を対象とした調査が必要である。 

（ ２ ） 膝 関 節 疾 患 患 者 尺 度 Oxford 

knee score の 日 本 語 版 開 発 と 信 頼

性・妥当性の検証 

1 年後データを郵送にて回収できた 48 名

（78.8％）で検討を行った。 

男性 12 名、女性 36 名、平均年齢 72.5

（SD8.7）(範囲：42～89)歳であった。 

OKS 日本語版の術前のクロンバックα係数

は 0.924、術後は 0.910 であり、信頼性が認

められた。SF-36v2 と OKS 日本語版合計得点

の相関では、術前は全体的健康感を除くすべ

ての項目において有意な相関が認められ（p

＜0.01、p＜0.05）、術後はすべての項目との

間に有意な相関が認められた。相関係数が

0.6 を超えたのは、術前で身体機能(0.713)、

日常役割機能（身体）(0.751)、身体の痛み

(0.620)、日常生活役割（精神）(0.746)であ

った。術後は身体機能(0.669)、日常生活役

割（身体）(0.665)、身体の痛み(0.726)、日

常生活役割（精神）(0.611)であった。以上

の結果より OKS 日本語版の信頼性・妥当性が

認められた。 
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